
『JSL バンドスケール言語活動集』 

言語活動・リスト 

小学校１〜２年生 
↓アイコンつきはワークシートが付いています。    JSL バンドスケール レベル  

① ハンバーガーづくり!"#$%&'()*+         ❶・２・３・４・５・６・７ 

② コイン トス・ゲーム ❶・２・３・４・５・６・７ 

③ 当てっこあいうえお                   ❶・２・３・４・５・６・７ 

④ いろいろ色鬼          ❶・２・３・４・５・６・７ 

⑤ お店屋さんすごろく   １・❷・❸・４・５・６・７ 

⑥ ことばのかくれんぼクイズ         １・❷・❸・４・５・６・７     

⑦ 海の赤ちゃん見つけた     １・❷・❸・４・５・６・７ 

⑧ 宝探しカードづくり        １・❷・❸・４・５・６・７ 

⑨ おしゃべりビンゴ,-./0   １・❷・❸・４・５・６・７ 

⑩ クリスマス・カウントダウンカレンダー作り        

    １・２・❸・❹・５・６・７ 

⑪ 絵を見て、まちがいさがし   １・２・❸・❹・５・６・７ 

⑫ お気に入りの母語絵本     １・２・❸・❹・❺・６・７ 

⑬ 絵手紙でつたえよう！わたしのきもち📝 

                 １・２・❸・❹・❺・❻・❼ 

⑭ お話の続きを聞きたい／読みたい       １・２・❸・❹・❺・❻・❼ 

サンプル 

活動つき 



⑮ 見つけたことを教えてあげよう🌟    １・２・❸・❹・❺・❻・❼ 

⑯どんな音かな、聞いてみよう🎵      １・２・❸・❹・❺・❻・❼ 

 

小学校 3 年生〜6年生 
JSL バンドスケール レベル  

⑯ どんな服が好き？!"#$%&'         ❶・❷・３・４・５・６・７ 

⑰ わたしの時間割  ❶・❷・３・４・５・６・７ 

⑱ 人間クレーンゲーム   ❶・❷・３・４・５・６・７ 

⑲ 好きな食べ物を紹介しよう🍽          １・❷・❸・４・５・６・７ 

⑳ わたしの日中漢字辞書づくり    １・❷・❸・４・５・６・７ 

21 質問紙を作って、聞いてみよう         １・❷・❸・４・５・６・７     

22 図鑑マスターになろう！      １・❷・❸・❹・５・６・７ 

23 ３分クッキング()*+        １・２・❸・❹・５・６・７ 

24 学校を比べてみよう🌸  １・２・❸・❹・５・６・７ 

25 先週の自分ニュース        １・２・❸・❹・５・６・７ 

26 ユニバーサルデザインを考えよう🌍 １・２・❸・➍・❺・６・７ 

27 こんなロボットがあるといいな🤖  １・２・❸・❹・❺・❻・❼ 

28 水はどこからくるのかな💧             １・２・❸・❹・❺・❻・❼ 

29 謎解きマスターになろう🧩        １・２・３・❹・❺・６・７ 



30 なりきりキャスター🎤        １・２・３・❹・❺・❻・❼ 

31 卒業文集で、小学校生活を振り返ろう🌸 １・２・３・❹・❺・❻・❼ 

 

中学１〜３年生 
JSL バンドスケール レベル  

①自分パスポートづくり         ❶・２・３・４・５・６・７・８ 

②どこが同じ？ちがう？🖍              ❶・❷・３・４・５・６・７・８ 

③好きなメニュー・ランキング       １・❷・３・４・５・６・７・８ 

④レシピを書こう！🍱                  １・❷・❸・４・５・６・７・８ 

⑤今、どんな気持ち？                 １・❷・❸・４・５・６・７・８ 

⑥日本の四季について話そう           １・❷・❸・４・５・６・７・８     

⑦私って、どんな人？💡         １・❷・❸・４・５・６・７・8 

⑧将来、都会と田舎、どちらに住みたいですか？🏙 🏞 

１・２・❸・４・５・６・７・８ 

⑨旅行プランを立てよう🚃         １・２・❸・４・５・６・７・８ 

⑩将来やってみたい仕事📚         １・２・❸・４・５・６・７・８ 

⑪防災について考えよう,-./012          １・２・❸・❹・５・６・７・８ 

⑫私の物語!"#$%&                １・２・❸・❹・❺・６・７・８ 

⑬この写真、どうみる？                １・２・❸・❹・❺・６・７・８ 

⑭四字熟語で新年の抱負3456789:;              １・２・❸・❹・❺・６・７・８ 



⑮無人島ゲーム🌴                      １・２・❸・❹・❺・❻・７・８ 

⑯過去の経験や記憶を語る「書く」活動   １・２・❸・❹・❺・❻・７・８ 

⑰どんな歌が好き？                    １・2・❸・❹・❺・❻・❼・❽ 

⑱お世話になった人に手紙を書こう！     1・２・３・❹・❺・6・７・8 

⑲私と日本語―エッセイを読みながら話し合おう📘  

１・２・３・❹・❺・６・７・８ 

⑳「書く」×「描く」活動：オリジナルの服をデザインしよう！🧥 

１・２・３・❹・❺・❻・❼・８ 

㉑なりきりパッケージデザイナー🌟     1・２・３・❹・❺・➏・➐・８ 

㉒読み手に伝わる「自己 PR文」を書こう！   
１・２・３・❹・❺・❻・❼・８ 

 

高校１〜３年生 
JSL バンドスケール レベル  

①自己紹介ポスターをつくろう！     ❶・❷・３・４・５・６・７・８ 

②学校生活、そしてわたしが一番好きな場所 

❶・❷・３・４・５・６・７・８ 

③私の思い出の 1 日！📝        １・❷・❸・４・５・６・７・８ 

④私のイチオシ！🎉           １・２・❸・❹・❺・６・７・８ 

⑤過去の私、今の私、そして未来の私を語ろう 

１・２・３・❹・❺・❻・❼・❽ 



⑥私のファミリー・ヒストリー📸       １・２・３・❹・❺・❻・７・８ 

⑦ニュース記事を読んで✍       １・２・３・❹・❺・❻・❼・８ 

⑧エッセイ・コンテストに参加しよう  １・２・３・４・❺・❻・７・８ 

⑨SNSは禁止すべきか              １・２・３・４・❺・❻・❼・８ 

⑩ライフストーリーを読んで思うこと🧭１・２・３・４・❺・❻・❼・８ 

⑪自己推薦書を書いてみよう.         １・２・３・４・❺・❻・❼・８ 

⑫受験で考えたこととこれからの私🗂  １・２・３・４・❺・❻・❼・８ 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①  ハンバーガーづくり 

◾子どものことばの様子 

小学校 １～２年生 

JSL バンドスケール:  聞く・１、話す・１、読む・１、書く・１ 

◾育みたいことばの力	

 ・他の人と積極的にコミュニケーションする力。 

 ・文字（特にカタカナ）を主体的に読んだり書いたりする力。 

どんな言語活動？ 

・教師が客となりお客さんカードを提示しながら注文をし、子どもがハンバーガー屋さ

んになり、カードを読んで客が希望したハンバーガーを作ります。そして、作ったハン

バーガーに名前をつけ、メニュー表に 書き加える活動。 

◾活動時間：45 分×２ 

◾子どもの数：１～２人。少人数のグループでも可。 

 

 

 

用意するもの：以下のようなイラスト。手書きのカードでもよい。 

       ハンバーガーの具材をカタカナで書いたカード。 

お客さんの要望が書かれたお客さんカード。メニュー表。 

 
始める前に： 

ハンバーガー店へ行ったことがあるか、どんな店かなどを子どもに聞いて、 

イメージできるようにしましょう。この時に、実際のハンバーガー店のメニュー表を見

て、どんなハンバーガーがあるかなどを一緒に確認すると、子どもがより活動に入り込め

ます。 

進め方： 

①子どもがハンバーガー屋さん、教師がお客さんの役割となり、ハンバーガーを作成する

ことを説明します。 

②「トマトとチーズがすき」「やさいがきらい」「たくさんたべる」などの要望が書かれた

お客さんカードを一枚選びます。 

 
 
 
 



小学校 低学年  

JSL バンドスケール レベル ❶・２・３・４・５・６・７ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

足場かけ 

教師の説明がわからないときは、母語や翻訳機を積極的に使います。 

カードやメニューは、子どもと一緒に作ります。その作業中にも、単語や短い表現を

動作とともに繰り返します。 

発展形のヒント 

・子どもが複数いる場合は、役割を交代しながら、ゲーム感覚で行うといいでしょ

う。 

・出来上がったメニューは、大きな紙に書き写して壁に貼るなど、成果物が子どもに

も見える形にして、「やった！」と達成感を一緒に味わいましょう。 

 

 

 
実践者からのメッセージ 

・レベル１なので、手を動かしながら、楽しくやりとりが生まれ、自然に日本語に慣れ

ていくような活動をしたいと考えました。 

・カタカナに苦手意識を持っていたので、カタカナに楽しく触れられる題材として、子

どもが好きなハンバーガーを取り上げました。 

・またレベル１の子どもなので、母語も使って、少しずつ日本語に慣れさせることを心

がけました。子どもが興味を持ちそうな話題や場面を考えて、「ハンバーガー作り」を提

案しました。 

・ただ、この活動を教師主導で行うのではなく、ハンバーガーの名前を考えたり、カタ

カナなどを書き写してメニュー表を作ったりする作業を、子どもと一緒にやりました。 

・実際にやってみると、子どもが知っている語彙が意外とたくさんあることや、ハンバ

ーガー・ショップへ行ったことがあることもわかり、子どもの性格や興味関心をより深

く理解することができたと思います。特に、子どもが創造力を発揮し、独創的なハンバ

ーガーを作ったり面白い名前をつけたりと楽しそうに活動する姿が印象的でした。 

・また、カタカナに苦手意識を持っていましたが、メニュー表にうまく書きたいという

思いから、熱心に書き写したり、頑張ってカタカナを思い出そうとしたりすることがで

きました。 

③教師と共に要望を確認し、子どもがそれに合わせてハンバーガーのメニューを考え

ます。 

④作ったハンバーガーの名前を考え、メニュー表に書きます。 

⑤メニュー表がいっぱいになるまでハンバーガーを作ります。慣れてきたら役割を変

えて、子どもが要望を考え、お客さんカードを書くのもいいでしょう。 

 

 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑯ どんな音かな、聞いてみよう 

◾子どものことばの様子 

小学校 １〜２年生 

JSL バンドスケール: 聞く・３−７、話す・３−７、読む・３−７、書く・３−７ 

◾育みたいことばの力	

・音を聞いて感じたことや想像したことを日本語で表現する力。 

・自分が感じたことをどうすれば他者にうまく伝わるか、言い方や伝え方を考える力。 

どんな言語活動？ 

学校にある楽器やインターネットで調べた楽器が奏でる音を聞いて、音のイメージや感

想を話し合ったり、絵や動作で表現し、他者に伝える活動。 

◾活動時間：40分×２ 

◾子どもの数：１−２人。少人数のグループでも可。 

用意するもの： 

学校にある楽器やインターネットで見られる国内外の楽器の動画等。画用紙。 

始める前に： 

学校にある楽器を使いましょう。その際、音楽を担当する先生に相談し、楽器を集めるとよ

いでしょう。 

進め方：  

①学校にある楽器やインターネットで見られる国内外の楽器の動画を一緒に見ます。 

この段階では、楽器からどんな音が出てくるかを想像させます。 

②次に、子どもと一緒に楽器を実際に触って、どのような音が出るかを試します。 

③ここで、出てきた音について気づいたことや面白いと思ったところを、自由に発言させま

す。日本語ではなく、母語が出てきも、かまいません。複数の子どもがいた場合、それぞれ

自分の意見を述べさせます。 

④子どもが音について気づいたことや感じたことを日本語で話してみようと声がけします。 

⑤ここで画用紙を与え、目の前の楽器やインターネットで見た動画の楽器から、子どもが気

に入った楽器を一つ選び、絵と日本語で、その楽器の音を子どもが感じたように形にしてい

きます。 

 

 

 

 

 
 



小学校 低学年  

JSL バンドスケール レベル １・２・❸・❹・❺・❻・❼ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

足場かけ  

この活動は子どもの自由な発想で、オノマトペ（ピョーン、ペピュー、ビャンビャ

ンなど）を創作することを促します。 

・レベル３、４の子どもは、促音（ッ）、拗音（ｷｬ、ｷｭ）などまだ表記できない場

合があります。この活動を通じて、日本語表記に慣れるように指導しましょう。レ

ベル５以上の子どもには、マンガで使用される擬音語などを一緒に読んでみて、音

と表記の関係をより深く理解できるようにしましょう。 

・教師も慣用表現にこだわらず自由な表現を楽しむ姿勢を見せることで、子どもの

自由な発想を促しましょう 

発展形のヒント：「自分の楽器を作ろう！」 

・ストロー、ビニールホース、牛乳パック、ダンボール、空き缶、割り箸、色えん

ぴつなどを使って、穴を開けたり削ったりしながら、子どもと一緒に新しい楽器を

作りましょう。 

・楽器ができたら、その楽器に名前をつけましょう。そして、その楽器から出る音

を楽しみながら、その楽器をポスターに描き、あわせて音をポスターに表現しまし

ょう。音の発表会をするのも楽しいでしょう。 

 

 

 
実践者からのメッセージ 

・この活動は、音楽の授業と日本語の授業を合体させたような時間で、自由な発想で音

と遊び、日本語を使って、たくさんのやりとりが生まれる時間になるといいなあと思い

ます。 

・人は生まれた時から音に反応して成長しています。音を聞いて、イメージをいただく

ことも自然で、音について考えることは成長に役立ちます。音楽の歴史が人類の歴史と

重なるのは、その証です。 

・したがって、子どもが音に触れ、音を考え、自由に表現する活動は、それ自体が主体

的・対話的で深い学び（アクティブ・ラーニング）の一つです。また、この活動は、文

部科学省の提唱する「言語活動」にも通じます。 

注：文部科学省 HP：学習指導要領「生きる力」第３章 言語活動を充実させる指導と実例 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/gengo/1301060.htm 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/gengo/1301060.htm


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小学校 中高学年  

⑫ こんなロボットがあるといいな 

◾子どものことばの様子 

小学校  ５〜６年生 

JSL バンドスケール: 聞く・３−７、話す・３−７、読む・３−７、書く・３−７ 

◾育みたいことばの力	

・新しいことや楽しいことを想像して、表現する力。 

・自分の想像したことを説明する力。 

どんな言語活動？ 

新しいロボットを考える活動。同時に、その特徴をまとめ、生活に役に立つポイン

トを説明する活動。 

◾活動時間：45 分×３ 

◾子どもの数：１〜２人。少人数のグループでも可。 

 

用意するもの： 
ドラえもん、⾃動室内掃除機、ドローンなどの写真やイラスト 
始める前に： 

上記の写真やイラストを見ながら、子どもがこれらを知っているかどうかを確認しま

す。 

進め方： 

①上記の写真やイラストから、便利な点や面白いと思った点を自由に述べ合います。 

②次に、「こんなロボット（機械）があるといいな」と思うことを話し合います。 
③その上で、考えたロボットを絵に描いてみることを提案します。 
④出来たロボットの絵を見ながら、その便利な点や面白い点を説明する文を教師と一

緒に作ります。 

⑤もしこのロボットが出来たら、いくらで売るか、値段を決めます。その上で、キャ

ッチコピーをつけ、④の説明文も入れた宣伝用のチラシを作成します。 

⑥クラスメイトや他の教師に、そのチラシを見せながら、新製品を販売するプレゼン

テーションします。 

⑦プレゼンテーションを⾒た⼈がその製品を買いたいかどうか、また感想をもらいま
す。 
 
 
 
 
 
 



JSL バンドスケール レベル １・２・❸・❹・❺・❻・❼ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

足場かけ  

・小学校５〜6年生は、母語で得た情報も多く、ロボットなどのテクノロジーにつ

いてもすでに知っていることが多いでしょう。 

・JSL バンドスケールのレベル３、４の子どもでも、さまざまなことを知っている

でしょうが、日本語の語彙が不足していて、うまく表現できないところがあるでし

ょう。新しい語彙を導入しつつ、活動を楽しめるように指導しましょう。 	

・JSL バンドスケールのレベル５以上の子どもは、教師が考えられない「発明」を

発想するかもしれません。それを他者が理解できるような文章に表現することを支

えましょう。 

 

 

発展形のヒント： 

・この活動は、「新しいロボット」を作ることだけを⽬標にせず、新しいテクノロジ
ーを発明する考え⽅も学びたいものです。 
・例えば、ロボットを含む、既存の品々を提⽰して、それらが社会に役⽴つ点を考
えます。共通する特徴を抜き出し、リストにまとめます。その特徴は、安全、便
利、安い、環境にやさしいなどがあるでしょう。 
・それらの視点を考え、これからの未来の社会でどんなロボットやテクノロジーが
求められるかを⾃由に考える活動にも発展させたいものですね。 
 

 

 

 

 

実践者からのメッセージ 

・子どもたちは、ニュースを通じて戦場で使用されるドローンや、ゲームの中の殺伐と

したシーンなどにも日常的に接しているかもしれません。人々の安心、安全、そして平

和を考える力を育成することにも、「ことばの力」の育成はつながっていると思いまし

た。 

・今、私たちの生活のあらゆる場所で、ロボットや AIといった機械やテクノロジーがた

くさん利用されています。これからの時代を生きる子どもたちだからこそ、想像力と創

造力を発揮して、夢を育む活動に取り組んでほしいと思い、考えました。 

 

 

 

 

 

 

 

振り返りましょう：子どもはどのように活動に参加していましたか？ 

□新しいことや楽しいことを想像して、表現できていましたか。 

□自分の想像したことをうまく説明していましたか。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑬ この写真、どうみる？ 

<=生徒のことばの様子 
中学校 １〜3 年⽣ 
JSLバンドスケール: 聞く・３-５、話す・３-５、書く・3-４、読む・3-４ 
育みたいことばの力 

⾃分の意⾒を相⼿にわかりやすく伝える⼒。 

どんな言語活動？ 

写真から読み取ったことをできるだけ詳しく説明する活動。⾃分の思いや考えを相⼿
にわかりやすく伝えます。 
◾活動時間：50分×３〜４ （毎時間、１0分ずつ実践するのも可能） 

◾生徒の数：１～２人。少人数のグループでも可。 

 

 
用意するもの： 

・横 8cmx 縦 20cm ほどの短冊（1 ⼈、5〜15 枚ほど）。 
・写真１枚か２枚（テーマに関するもの。例えば、きれいな川、体育祭、街など）。 
・⿊板かホワイトボード、磁⽯。 
始める前に： 

⽣徒の興味関⼼を聞いておき、関⼼のあるテーマ（環境問題や⽂化など）の写真を選ぶ
と、⽣徒はより深く参加できるでしょう。 
進め方：（その１） 

① １枚か２枚の写真を⾒せます。 
② その写真を⾒てわかることをできるだけたくさん発表します（教師はそれを板書）。 
③ 出し終えたら、⾃分の意⾒を１⽂ずつ短冊に書きます。 
④ 書いた短冊を並び替え、１つか 2 つの⽂にします（教師は、並べる順番、接続詞、動
詞の活⽤など、ヒントを出す、あるいは⽣徒と⼀緒に考えます）。 

⑤ 出来上がった⽂を発表します（教師や他の⽣徒は、発表のよいところ、参考になる表
現・着眼点、改善点などを考えながら聞きます）。 

⑥ 他の教師や⽣徒からフィードバックをもらい、作⽂を修正し、最終発表をします。 
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＜次の発展形の実践では「⾜場かけ（２）」が続きます＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 

足場かけ ⑴ 

・うまく書けない時は、考えを⽂字にできない時が多いです。そんな時は教師が板
書したり、書いてあげたりすると、⽣徒も書き⽅が分かるようになります。 
 

 

展開形のヒント： 

・この活動を数回続けると、この授業に徐々に⽣徒は慣れていきます。アイディア出
しから短冊記⼊、作⽂清書まで、⽣徒⼀⼈でできるようにもなります。 
・そこで毎回の授業の中で 10 分だけでも取り組めば、少しずつ「書く」こと⾃体に
も慣れ、⾃然とまとまった⽂を作ることができるようになります。 
 

 

 生徒とのやりとりで大切なこと 

・⽣徒が⽂法的に誤った⽂を書いていても、⼀⽅的に否定したり修正を求めたりしない
ようにしました。特に「書きたくない」と思っている⽣徒には、⾃分で書けたこと、そ
れ⾃体を褒め、やりとりの中で⾃分の⽂法や表現に誤りがあることを⾒出し、修正でき
るようになることを⽬指しました。 

・よく話をする⽣徒でも、書く際の動詞の活⽤形は難しかったり、よく間違えたりしま
す。その時はさりげなく、普段話している⾳に気づかせることで活⽤形の誤りは減って
いきました。 

・アイディア出しの際にも⽣徒の意⾒を否定しないことが、この活動を「おもしろく」
するポイントです。⽣徒は教師が思ってもみない部分に着⽬し、話を広げようとしま
す。それを⼀緒に広げていくような、教師の姿勢があれば、活動に「深み」が出てくる
と思います。 
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④ 私のイチオシ！ 

◾生徒のことばの様子 

高校 １〜２年生 

JSLバンドスケール: 聞く・３-５、話す・３-５、読む・３-５、書く・３-５ 

◾育みたいことばの力	

自分の好きなものを理由とともに表現する力。 

どんな言語活動？ 

自分の好きなもの、推すものを、紹介しつつ、なぜ好きなのか、なぜ推すのか、その

理由を説明する活動。 

◾活動時間：50分×３〜４ 

◾生徒の数：１～２人。少人数のグループでも可。 

 

 
用意するもの： 

「私のイチオシ！」と題したプリント、あるいはインターネットにつながるタブレット
端末。 
始める前に： 

教師が作った例（「私のイチオシ！」と題したプリントに教師⾃⾝の推すものを記載）
を⾒せて、内容について質問を受けたり、推す理由をクイズ形式で当てさせたりして、
楽しい雰囲気を作ります。⽇本だけではなく、世界の⾳楽、アニメ、映画、マンガ、⼩
説、ゲーム、スポーツ、演劇などの作品や選⼿、役者を話題にしましょう。 
進め方： 

①⽣徒に、⾃分が好きなものや、追いかけているものがないか尋ねます。 
②それを⾒せてもらいながら、⽣徒に説明してもらいましょう。 
③⽣徒の説明を聞き、関連する語彙や好きなところを確認しましょう（インターネット
で検索してもよいでしょう）。 
④その上で、プリント「私のイチオシ！」に、好きなものの写真や絵をつけ、好きなと
ころ、推す理由を書き⼊れるように指⽰しましょう。 
⑤「好きなところ、推す理由」は複数、そして深く書くように指導しましょう。 
⑥プリント「私のイチオシ！」が完成したら、それを壁に貼って、「私のイチオシ」ポ
スター・セッションをしましょう。クラスメイトや他の先⽣にも⾒てもらい、質問や意
⾒をもらいましょう。 
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足場かけ  

・生徒によっては、「そんなもの、ない」とだけ言う生徒もいるかもしれません。

その時は、生徒が過去に読んだ本や映画、アニメなどで好きなものはなかったかな

と声がけしましょう。 

・「私のオススメの本／映画／アニメ」など、生徒が好きなものは何かを尋ねるこ

とから始めましょう。 

 

 

発展形のヒント： 

・この活動に続く活動は、「最近のマイ・ブーム」です。これは、最近、夢中になっ

ていることや、好きなことなどを「ブーム」と表現して、他の人に説明する活動で

す。 

・「こんなものを食べるのが好き」とか「今、こんなことにハマっている」とか、生

徒が自分の関心事を語り、その面白さを聞いた人の感想や意見を聞いたりすること

で、新たな交流が生まれることを期待しましょう。 

 

 

 

 

実践者からのメッセージ 

・生徒の好きなものを知って、そこから生徒と仲良くなりたいと思いました。生徒の日

頃の関心事から、話すことや書くことにつながる活動ができれば楽しいのではないかと

考えました。 

・生徒は、どんな生徒でも、言いたいことがたくさんあります。特に、JSLバンドスケ

ールのレベル 3〜５の生徒は、母語なら言えるのに、日本語ではまだ十分に言えないス

トレスを感じている場合があります。教師としても、生徒がどんなことに興味があるの

か、好きなものは何か、夢中になっているものは何か、知りたいと思いました。 

・この活動を通じて、ふだん見えない、生徒の内面に近づいた感じがしました。子ども

理解に最適な活動です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振り返りましょう：⼦どもはどのように活動に参加していましたか？ 
□自分の好きなものを表現していましたか。 
□その理由を他者にわかるように説明していましたか。 
 


